
学校番号 １１３ 

令和３年度 理科 
 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年 ２年 

類型等 選択必修 

使用教科書 「改訂 化学基礎」 （東京書籍） 

副教材等 
改訂 ニューグローバル 化学基礎＋化学 （東京書籍） 

三訂版 フォトサイエンス化学図録 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 
 

２ 学習の到達目標 

 
 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関連
を図りながら物質とその
変化について関心をもち，
意欲的に探究しようとす
るとともに，科学的な見方
や考え方を身に付けてい
る。 
 
 

物質とその変化の中に問
題を見いだし，探究する過
程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考え
を的確に表現している。 
 

 

物質とその変化に関する
観察，実験などを行い，基
本操作を習得するととも
に，それらの過程や結果を
的確に記録，整理し，自然
の事物・現象を科学的に探
究する技能を身に付けて
いる。 

物質とその変化について，

基本的な概念や原理・法則

を理解し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

授業態度 
発問時の評価 
定期考査 
実験レポート 
練習問題提出 
課題の提出 
小テスト 
 

授業態度 
発問時の評価 
定期考査 
実験レポート 
練習問題提出 
課題の提出 
小テスト 
 

授業態度 
発問時の評価 
定期考査 
実験レポート 
練習問題提出 
課題の提出 
小テスト 
 

授業態度 
発問時の評価 
定期考査 
実験レポート 
練習問題提出 
課題の提出 
小テスト 
 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 
 
 
 
 
 

化学に関する基礎的な知識を習得し，自然界にある物質はわずか 90 種類の原子の組み合わせできているという基本

概念を中心に，自然現象を総合的に探究する。また，日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関

心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本

的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

物質の構成や物質の変化について学習する。物質の構成では，物質を構成している粒子の構造や，物質の結合とそ

の性質について学ぶ。物質の変化では，物質を定量的に扱うための方法を学習するとともに，酸・塩基や酸化還元

といった化学反応について深く学ぶ。また，化学反応式の量的関係についても学習し，物質やその変化に関する基

本的な原理・法則について学ぶ。 

化学とあわせて選択した場合は，２年次の初めのうちは化学基礎の内容とそれに関連した化学の内容を学習し，化
学基礎の学習内容が終わったあとに化学の内容について学習する。そのため，化学とあわせて４単位となるので進
度は速く，毎日の復習は必ず必要である。 
 
化学は理系学習の基本知識となるため，理系方面（薬学・医療看護・栄養など）への進学希望者は，必ず化学基礎
を選択すること。また，化学も合わせて選択することを強く勧める。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

第
１
学
期 

物
質
の
構
成 

物質の探求 ○  ○  

a:物質の構造・状態・成分・化
学結合と物質の性質に関心
をもち，意欲的に物質を探究
しようとする。 

b:物質の構造・状態・成分・化
学結合と物質の性質を調べ
ることにより原理・法則を見
出し総合的に考察できる。 

c:試薬を安全に扱う方法や，基
本的な実験器具の名称と使
用法を習得する。物質の分
離・成分元素の確認・物質の
性質観察など基本的な実験
操作を習得する。物質につい
ての探究の方法を身につけ，
それらを必要に応じて活用
し，得られた結果を的確に表
現できる。 

d:化学物質に関して化学的知
識を生かし，適切に扱う方法
を身に付けている。 

学習状況 
ノート 
実験レポート 
観察・実験 
小テスト 
定期考査 

原子の構造と元素の周期表    ○ 

化学結合  ○  ○ 

物
質
の
変
化 

物質量と化学反応式  ○  ○ 

a: 物質量と化学反応式，酸と
塩基，酸化還元反応に関する
事物・現象に関心をもち，意
欲的にそれらを探究すると
ともに，科学的態度を身に付
けている。 

b: 物質量と化学反応式，酸と
塩基，酸化還元反応に関する
事物・現象の中に問題を見出
し，観察，実験などを通じて，
事実を分析的・総合的に捉
え，実証的，論理的に考察し
て問題を解決し，科学的に判
断して得られる結果を表現
できる。 

c: 観察，実験の技能を習得す
るとともに，物質量と化学反
応式，酸と塩基，酸化還元反
応に関する事物・現象を科学
的に探究する方法を身につ
け、それらの過程や結果及び
そこから導き出した自らの
考えを的確に表現できる。 

d: 観察，実験などを通して，
物質量と化学反応式，酸と塩
基，酸化還元反応に関する事
物・現象についての基本的な
概念や原理・法則を理解し，
基本的な知識を身につけて
いる。 

学習状況 
ノート 
実験レポート 
観察・実験 
小テスト 
定期考査 

第
２
学
期 

酸と塩基 ○  ○  

学習状況 
ノート 
実験レポート 
観察・実験 
小テスト 
定期考査 

酸化還元反応  ○ ○  

学習状況 
ノート 
実験レポート 
観察・実験 
小テスト 
定期考査 

２学期中間考査後からは化学の授業を行う。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 
c:技能         d:知識・理解 

 
 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 
  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付
けている。 


